







































































































































躍してきた(写真 1) 0 橋ができる以前はフエ
リーで大長に上陸していたが いまでは今治から




























































































時~lJ I等 行動会話 災い物の内容と金li 備考
9:27 宇野人氏と.天トラ'J'lでlIJlを控q交パック運転で路地に入ってくる。近所
の 気のあU さつ わす。
9:30 I客I l人iヨのタ容イ。の宇有野終氏をが&，子ねIJ殺してズすキぐ来る。 平等 「アサとゴこなi
c
いね答え アサゴアジエピ。合計1300円。 魚はこ こで災うことが多し、。このあとはす
j。 ス ハ7チならある 野氏 λ ぐ家に帰る。
る。







9:40 海4 イカの会筋。 イカの品定めをする の 11f f~，の賠F判。タコの品定め。 アジ2ノfy 1?40(l1i2])∞。l'合J?計)26・∞イプJい(f y いまはあi当分とろは7こliこんへへ災行いく物。に(5914.ているで。滞今在)日
クタコ( 円')。 はこの さ 45ま
9:43 2年5 品 i均時にi単れil.勺て来る to ?;:4と'{-C6の会館あり。 不明
9:43 容7 エビ4パ日yXク3何(人¥00合01針qJ29∞Yコlq(14(H3Fl) ノ、マチはよそから頼ま uたもの。
ハマチ (500P1).tl-PoI'29oo190 
9:45 省;8 宇野氏;乎版取りIl¥してメー モ。 タモリ1，7ジ1パyケ。合制金額不明。
9:46 ち9 ~ イワンがと;:1，.、か附〈。 イワン 1" '):7， 350円。 このあと今崎へ行〈。
9:46 'ZIO 苦め手るIlJIヂ]Qコ)"fと・7イi:IプiJの〈。MIIメ立でバ混ル乱の。有怪聞く 。す!IlH¥:1立'!liうのをすす タイ 4。(2合5∞計円ω)α}Pコイカエピ3
パァク 向。
不!珂 'Zl 綿平等 タ今コ絡ないか関会話与 宇野氏〈1500lqと答える。 1:(わずにいったん
る。 I切で してい。
9:50 容12 務10と一緒に品吃めする。 エピを'Fiいに来た。 エピ イカ タイ。合計金制不明。
9:54 容13 容と字r-好I氏t.まイカのれ艇jの会し、話っ。て符エ12(フjとロ祭切りりの身会。話。「ヨイじゃけ エピマグロ切り身。 1000円。
んJ。 ずこ と ピマグ
9:54 'f;H !fllEめする。務 宇野氏の他政を気波う。 ケンザキイカ マグロ。 23∞円。 (9:58まで滞在)
9:54 平等11 1たってくる。ジコlir¥5∞刊カねえ」とIl丹く。 ';:¥2と会話。 エピすコ。 合制1850円。
9:58 等15 '?;- アジは車IJ身にできるか開く の アジ]パ yク。金制不IlJj。 (lQ:Oまで滞喧)
9:59 容16 ハマザ をー切ってもらう。務「ちひ'っと'Oliうのにごめんなさしづ J 、マチ。4∞JI]。
¥0:02 's:17 ち f今EJはあるから Jとし、ってすぐ鮒ゐ。 (¥0:03まで滞在)
¥0:03 容18 iくJl!J]l1訟カにうい文て。のi会sJ話uL。答aナカゴニをが貿協うに。詰まかれているのに気づ エど2パァ:7'5'コ イカ。合計27∞ このあとは織る。 (¥0:14まで滞祖)
。 ニをtI: て7 円。アサゴ1400J"]。
]0:03 容19 エlIi.をピ荷3量パれるy。?を雌 f~~ して荷台の隅に .ilif足しておいてから しばし なし (¥0:04まで滞在)
10:03 容20
「エパ(4ルピ2∞追を加P3lでパし)てy2金ク3がう平。高にいt;~がちまのな世お:~J。メ容バルf イN うy ピべキきゾかケ思頼案ん。だ宇j野o 氏j カーアジエピ。合1¥'42∞IJ。メバル32ooI]. 
10:07 平等21 カニを3盟ぶ。 カーアジ タモリ。合計¥8∞円。 00:19まで滞在)
]0:08 谷22 イカのことを|怖く。す ぐ燃ゐ。 なし (この1'1唯一の男性客)
10:08 容23 京芸「あしたイカ持ってきてやJと綜iむ。 イカ アジ。合宮1'27∞円。 エヒ'I;iジのほうで践う。(IO:14まで滞在)
10:08 's:24 苦た手 f縦イカなL 、」と k~'，ね 宇野氏 fイカいまI荷んだJと答え。いっ なし
んれるの
10:09 容19 ílT ぴ)足る。今度は~僚に購入する。 アナゴ イワシエピ。合すiA5∞円。 今00崎1さ3まんでで滞耳、在ギ)とてんぷらを挺ってきた。
¥0: 15 i-r;:24 píび~る。今度 IJ実際に総入するの アジ。 4∞問。 今(¥0崎で¥8大ま械で滞な在どの)野菜と弘j閣を買って帰るa
]0: 18 客25 ハマチ車JH語。 3∞円。 (¥0:21まで滞在)
10: 18 1符26 あしたのijiJl身の相絞をする。 アジ。3501'1. 今崎で~J禽とてんぷら。 ([0:20 まで滞在)
10:21 容10 jす'IぴるE。E「る力。1JZ0A0Lj1弓払さんうの(うさわきのさ不を足す分る。地 5?)人。分エのピ~j~文パ。ッ?を追加 エピ2パyク。金額不明。 00:24まで滞在)
1023 存27 存「ヤズを下さいJ.rL]Jしわけないねλ少しでj ヤズ(=ハマチフ)切り身。4001'。 (JO:25まで約在。このあと小休止あり)
10:26 存23
半分切と平‘f答り主文切身え。。りを注身み文をせ拙状「i況みちのょ宇隊っ野隊と氏。多ハl:tい-マチとjIをHとtとldi・討むっさ。ちが吋答ザい「いエえか5えi，Hわハ〈怒。マし宇チ、け野7ん氏人J 
ハマチ (]900ド!イっ)。メバル 71J.C (合340骨0| 
自分はここに毎日米どうる。l(毛10ちで3ょ側5まうl!lでIどす滞いる在し」1)1 (メ1'])。ハマチ ワシメノfル。 ノイfルyピやキタヅモウリとない 。1 を)
45ωドJ(?)。
¥0:26 存29 官干の持ね l こ :ttl!H~ rオオエどは済んだ」と答え。 ハマ1チ00切0内り身 (6∞内) アジ (4001司)。 このあと今鈎へ1'iく。 (10:32まで滞在)
合計
10:26 存30 なし 今崎へ豆泌をf'i，、に行く。(lO:28まで滞在)
10:29 手~:ll 不明。 ¥OC氾問。 このあと今崎へ行く。 (10:32まで滞在)
¥0:33 's:32 ハマチ。 350問。
止(と¥0。紙:3宇の6野望まi氏で{は滞け注在に文。鉛のこ僚3の監で理あ記をと入し10して4い2いまるで。)小手休帳
10・12 存33 手と芸符「なん「かヤ処めっよとjるとか終ねわえず jると2王1手文ね 容宇の野F氏liltE「みな究れたjなし (JO:4まで滞在)え。 に様 。 11~ をしていく e
10:44 存34 「ちらつ字jtとTいJ¥:いなとがら近得えるえ。っタイの悶とEtld!j法め1る1I <。芋;r容がおる 7イ1m;。侃iI主不明。 F容(主LOにつ・16まるで。滞「在あ 、のらお段い階とでしタ イJが他311f けんJ. 'i<tli!-Ji: r ったら ちゃ」 。 てい った 、てとの
いわれている)
容14 jlfびBさる。宇野Ji:r袋lげよjとピニJレ袋をiJJ.[す。 タモリ 21Jf， ¥∞0問。
's:35 
I毛R主入fの!「いt?iサ」てまうーはとfくFモ麟れアうシ殺ブとまあ.勺ラLさ、えは)Jっあんて「こるtJメ充れ電，と正v、設ルJ直立iいI内タ金う容ケて総のノも雄ら也3{1おといいま味とめて
メ バル6合タ1Eftイ1(839の2ω0ア門円ラ。) タモ リ刺9~身E 
「るだリおJでl立祭寂(もかり付らじけうたゃに。くけす吸さんるいん子。物闘ど(に1う0もす)5や。る4 までが帰ってたく。 メバルの につ ({415200臼1|斗1)。 ハマチ タイのアラは
いて「 いくないタ ま。メバJレとタ モ
モリの コメパJレとしいって。)春 で滞在)
がうま
10:48 1年36 有;rl人だけん食べてもi;tぺんでもいいJ.rl!j:タモ リがうま ハマ手。 2∞円。 (10:52まで滞在)
10:55 ';';37 '-""側泊む二。文'を1三ス氏スキ快に ~YI。三味線のこまを限ってきてくれるよう なし (10:56まで滞在。このあと小休止あり)
l二野);1;。
1:03 客38 ?れ年る「タコあるつjとflHさ 宇野氏「何もないjと回答。すぐに綴 なし
11: lO このころまでに字針ti:商売を切り 1:!1'，今似inli府内で休憩 飲
t員。



















































































































































































































































平野i勝子家 EB中キミ子ー 家 古川クニエ家
12月 1(鋭檎き) 12Flの何日か分からないが.1餅鴻き モチッキは12Ji31日までにすi餅鎗き 12月25日ごろ，正月の鮮を捻










る。 その他の餅べつの紛の食べ方と|作ってもらったカンカンのなかにワラ|めに作る。 その他の鋭 むかしはカキ
して，次のようにする。 J為き上がった餅|をひき.カスをi重いて l 餅をiThtく。干し|モチというのを作っていた。モチを掲
を箱の中に入れ1 総長い状態で窓いてお|あがったら粉をたわしで務としてカスiく|会カキモチ剤にべつに作って符lに
く。この状態をナマコという。 1-2日|漬けにし湯にいれて貨な粉をまぶしi入れておき. I琵くなったら切って干す。
して乾し、たところを薄く 8mmくらい!た。 供える対象・方法 オカプfミは 21お菓子の代わりに焼いて食べた。 供え












そのうえにダイダイ O 代々家が続きま|上げる。 1]6 f邸にはやIlj名まじくの意味jソナエをよげた。この他にカミザマは
すようにという意味。このほか松竹織|がある。ダイダイには代々の意味があiいない。
をいける。 1る。 I
煤払い 正月の支度として，煤払いつi大掃除 12月には正月の準備として大|煤払い 12Jiに餅鳴きと同じくらいの


















三月に節かな椴句いっい。たた当s4税時月白度分かは。おは3雛月か不ま明を。 特寸に行と 三おときず雛月も節いしさか句んい散をら飾お3し月節っずた3供し。日を餅かす作。はる鳴ォう。ナかちゴなはのいす節がる供巻ョ 三弁巻Qうりへ。当月をきず節句 4 丹3 日ご設メき。色馳砂節〈走住浜を供吉眺がをと神め入あいった。
司王lま さ，~j こ しゃいろんな おれ:たお
はな ~~子板と人形を i来 をJ守って，ナガ のほ
の!匂 ず指っと進んで行殻き るあた
す)へ行き. たりす










もいるて。で作蒸ちるまし。たきは， お!型子包をfだitの業で 捜へ上LげTたる。ほか。むかしは学校の先 のあ
蒸くるん もので んものを にも上 いた
かし てい
6 }~ とくに行事はない とくに行事はない とくに行司まはない
7 }~ 
三土家こりし社でずれ日2祭をはでし釘梅はばりgの日らを花海峨ずiト老Bのしぜンのゃ討ほマんそ押をうツすぼヨし仁リろずゴ餅松とロしのいま穴をかうき子パ作。たが祭ノるちあ卵マ。にりるで押作はツa 
夏祭り 今年は25日の金1翠日がヨゴロ 三討社りさ祭り 今きが年は 7)'j 25. 26日oこの
ヨイマツリで 26臼の3作日た1っけ棺巻たを。日きお抑がず米ホンマ
祭'ど で抱iま あり.そのために予言イ寸










して は J合から来る ，え仏 にiJI{に巣物1つE オハチ
匂Jえ、:1す9" える。生のオソ る。これ とい 入れて
らは13E1に掃|徐 4.15. 16日 i二げる のを放
えた はti!l:い￥4て7数171ヨ ドげる。こ べる。 ままに
る。 のほカ を昔前る。 してお
9月 とくに行事はない とくに行事はない とくに行事はなし、
10 月 とくに行事はない とくに行事はない とくに行事はない























































































































































1 )①有元正雄 (1985): J.玄島県豊i可における柑橘栽培
史一戦前を中心としてへ広島大学文学部内海.文
化研究紀要. 13. 4~10。②豊 lllT 教育委員会縦
(2000) : r豊田I史本文繍J.豊IIlJ教育委員会. 29. 
545~547 0 
2) mr掲 1)②. 300 
3 )前掲 1)②. 370 
4 )谷沢 明(1991): r瀬戸内の町並み一港1汀形成の研
究1未来社. 132~ 1330 


























































20) 11:1 /.j又の食生活全集 広島j編集委員会編(1987)
f日本の食生活全集 34 問き書 広島の食事l農
山漁村文化協会。












































































ンルイ 4~5 軒が寄って揚いた。古川家でも 12月






















未来社， 14~ 180 
35)たとえば，安室 知 (992) 存在感なき生業研究
のこれから一方法としての複合生業論ー，日本民
俗学， 1900 
36)増田昭子 (2001): r雑穀の社会史1古)1弘文館， 30 
37)六車由美 (995):民俗のなかの「米」と「肉J，1ヨ
本民f谷学， 202， 1 ~ 4 0 
38)畑作地域で米がもたされる儀礼的援位については，
関東村落を事例としてべつに問題提起する機会を
得た。渡部主一 (2010): 1珪稲の力-1:11作地域にお
ける米の儀礼食をめぐってへ埼玉民俗， 35，印刷
中。あわせてご批正いただければ幸いで、ある。
- 175-
